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研究の焦点

今回は、聖書の二つの初穂の捧げもの（大麦の束と小麦のパン）が、それぞれ普遍的契約（アダム、ノア）と特

殊的契約（アブラハム、モーセ、ダビデ）に対応するという、高度な神学的仮説の妥当性を検証することに焦点

を当てています。この仮説は直接的な文献が少ない可能性があるため、各要素の象徴性を深く分析し、契約神学

の枠組みと照らし合わせることで、間接的な関連性を探求します。

二つの初穂の対比分析

大麦の初穂が「生のまま」「単一の束」である点に着目し、これを創造や普遍的な人類といったテーマに結びつ

けられるかを探ります。一方、小麦の初穂が「加工（焼成）」「パン種入り」「二つのパン」である点は、選ばれ

た共同体、律法、そして「祭司の民」といった特殊的で複合的な概念との関連性を調査する上で重要になると考

えています。

二つの初穂の対照的な象徴性

研究を進める中で、大麦の初穂（オメル）と小麦の初穂（シュテイ・ハレヘム）が、それぞれ異なる神学的段階

を象徴しているという、ユダヤ教とキリスト教の両方の見解を改めて確認しました。大麦は、しばしば動物の飼

料と見なされることから、エジプトを出たばかりのイスラエル人の「動物的」で粗野な霊的状態、あるいは荒野

でのマナ（神からの直接的な供給）の記憶と関連付けられています。これに対し、小麦は人間の食物であり、七

週間の霊的精錬（オメル・カウンティング）を経て、律法を受け取るにふさわしい「人間的」で成熟した状態を

示しているという見解を得ました。

契約神学との関連性の探索

今回の探究の中心である、初穂の捧げものと普遍的契約（アダム、ノア）および特殊的契約（モーセ、アブラハ

ム、ダビデ）との関連について、既存の神学的な枠組みを整理しました。普遍的契約は全人類と被造物に向けら

れた創造の秩序に関するものであり、大麦のオメルが持つ「生のまま」の自然産物という側面や、動物界を含む

ノア契約との親和性を示唆しています。一方、特殊的契約は、イスラエルを選び「祭司の王国」（マムレヘット・

コハニム）として召命するモーセ契約と密接に結びついており、シャブオットの小麦のパンが象徴する「選びの

共同体」と一致する強力な根拠を発見しました。

小麦のパンの「パン種」が示す共同体の特質

小麦のパンにパン種（ハメッツ）が含まれているというユニークな点は、神学的に重要な洞察をもたらします。

パン種は一般に罪や不完全さの象徴ですが、シャブオットでのその包含は、神に捧げられる共同体が、完全に清

められた状態ではなく、高慢や悪しき衝動（イェツェル・ハラ）といった不完全さを内包しながらも、神に受け

入れられ、律法（トーラー）によって聖化される途上にあることを示唆していると解釈されています。キリスト

教的な解釈では、これはユダヤ人と異邦人という「二つの」不完全なグループからなる教会が、キリストの恵み

によって一つにされることを象徴しています。

契約の二段階性と初穂の類型論

今回の調査によって、大麦と小麦の初穂の捧げものが、普遍的契約と特殊的契約という神学的な二段階性の類型

論として解釈できるという仮説が、多くの点で裏付けられることを確認しました。大麦の捧げもの（オメル）

は、律法による贖罪以前の、荒野のマナや「動物的」な状態、すなわち創造の秩序と生命の維持に関するノア契

約（普遍的契約）のテーマと親和性を持つと解釈できます。一方、小麦の捧げもの（シュテイ・ハレヘム）は、

律法を受け入れた選ばれた民（祭司の王国）の形成、つまりモーセ契約（特殊的契約）の実現と強く結びついて

います。



大麦とアダム契約の関連性

大麦の初穂が、地からの「最初の収穫」であり、人間が地を耕して得た最初の産物であるという事実は、アダム

契約の根幹である「労働と地の祝福」のテーマと結びつく可能性があります。また、この捧げものが、神がマナ

の供給を停止し、イスラエルが地上の産物によって生きるようになるという移行点に位置することは、神の創造

秩序の下での人間の責任の始まりを象徴しているという示唆を得ました。

小麦の二つのパンと祭司の王国

シャブオットで捧げられる二つのパン種入りのパンは、神の特別な民として召されたイスラエルのアイデンティ

ティを象徴しています。ユダヤ教の伝統では「書かれた律法と口伝律法」を、キリスト教の類型論では、アブラ

ハム契約の約束の成就として「ユダヤ人と異邦人」がキリストによって一つにされる複合的な共同体を象徴して

います。これらの解釈はすべて、モーセ契約におけるイスラエルを「祭司の王国」（マムレヘット・コハニム）と

して確立するという、特殊的契約の核心的な目的と一致しています。

普遍契約と初期の収穫

大麦の捧げものは、エジプト脱出という劇的な救済（モーセ契約の序章）の直後に捧げられるというタイミング

と、その穀物が地から得られる最初の産物であるという性質から、神の普遍的な創造の秩序、地の恵み、そして

人類全体（アダム、ノア）に適用される基本的な生存の原則（普遍的契約）と類型論的に関連付けられます。こ

れは、人々が再び神の直接的な奇跡（マナ）から離れ、労働によって地の産物を神からの贈り物として受け取る

という、創造の契約的な枠組みに戻ることを象徴しています。

特殊的契約と「祭司の王国」の成就

七週の祭り（シャブオット）の小麦のパンは、モーセ契約の核心である「祭司の王国、聖なる国民」（マムレヘ

ット・コハニム）の召命と不可分に結びついています。二つのパンは、書かれた律法と口伝律法、あるいはユダ

ヤ人と異邦人という二つの要素から成る共同体を象徴しており、これらが神の律法（トーラー）と御霊によって

聖化されるという、特殊的契約の下での共同体の複雑な現実を示しています。小麦は、大麦よりも高度に「加

工」された人間のパンであり、これは、解放された奴隷が、神の律法の下で霊的に洗練された契約の民へと変容

したことを反映しています。

大麦と普遍的生命の原則

大麦の捧げものは、「動物の飼料」という象徴性や、マナの停止と同時に捧げられ、人々が再び地の労働によっ

て生きるという移行点に位置付けられることから、神からの直接的な奇跡的な供給（マナ）から、地のサイクル

に組み込まれた普遍的な備え（アダムやノアへの契約が保証する）へと焦点を移すことを意味すると解釈できま

す。これは、特別な律法以前の、全人類に共通する創造の原則を象徴しています。

小麦のパンと霊的洗練

小麦の捧げもの（シュテイ・ハレヘム）は、律法が与えられたシャブオットと結びつき、「祭司の王国」として

召された共同体の誕生を象徴しています。二つのパンは、ユダヤ教で「書かれた律法と口伝律法」、キリスト教

で「ユダヤ人と異邦人」の結合を表すと解釈されており、これは神の契約の下で霊的に洗練され、神と人々との

間の仲介者となることを求められる特別な民（特殊的契約）の複合的な性質を反映しています。

パン種の多義性と契約共同体の現実

小麦のパンにパン種（ハメッツ）が含まれているという事実は、特別な民として召された契約共同体が、依然と

して罪や不完全さ（パン種の否定的な側面）を内包しているという現実を象徴しています。しかし、この捧げも

のが神に受け入れられるのは、共同体の完全さではなく、神の恵みと律法による聖化のプロセスにあるからで

す。パン種は罪の象徴であると同時に、生命力や成長の象徴でもあります。この包含は、特殊的契約の下で召さ

れた民が、不完全さを抱えながらも、神の律法（トーラー）と御霊によって聖化され、成長していくダイナミッ

クな共同体であることを象徴しています。



今後の探究の焦点

これまでの分析により、普遍的契約と特殊的契約の間の類型論的な関連は深く裏付けられましたが、以下の点に

ついてさらなる検証が必要です：

今後は、契約神学や類型論に関する専門的なジャーナルや著名な神学者の著作を対象に、より専門的な用語を用

いた検索を行い、これらの終末論的な完成に焦点を当てた専門的な探求を継続します。

1. 類型論を直接論じる文献の探索: この類型論（大麦＝普遍的契約、小麦＝特殊的契約）を直接的に論じる学術
文献を特定し、この仮説を直接支持、または反証する根拠を探求します。

2. ダビデ契約との具体的な結びつき: 王権と永遠の神殿の約束を含むダビデ契約が、この収穫のモチーフとどの
ように結びつくのかを明確にする必要があります。ダビデ契約における「パン」と「供え物」の象徴性を調

べ、この古代の儀式が最終的にどのように神の救済計画全体を指し示しているのかを探求します。

3. 新約聖書におけるキリストによる最終的成就: キリストの復活が「初穂」（大麦の成就）であり、ペンテコス
テでの教会の誕生が「二つのパン」（小麦の成就）であるという類型論が、「普遍から特殊へ」という救済史

の流れをどのように究極的に完成させたのかに焦点を当てた、専門的な文献の検証を進めます。


